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The Citizen Charter

�緑あふれる郷土を愛し、豊かな町を
つくりましょう。
�仕事に励み、伸びゆく産業の町をつ
くりましょう。
�平和を愛し、心のふれあう楽しい町
をつくりましょう。
�教養を深め、香り高い文化の町をつ
くりましょう。
�健康で幸せを願い、希望に満ちた町
をつくりましょう。

                                     5月１日現在
Data

●人口            男 12,424人（＋15）
                     女 13,083人（－13）
               総　数 25,507人（＋ 2）
               世帯数  8,917　（＋36）
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●スズラン
・鈴蘭

・君影草（きみかげそう）

　　スズランと言えば北海道を思

い出すが中部地方の高原の草原や

林の下にも多く自生しているユリ

科の多年草である。花の形から鈴

蘭とつけられたが、ラン科ではな

く、ユリ科である。五、六月ころ

花茎を出し釣り鐘形の可憐な花を

咲かせるので少女達に人気があり、

「谷間の姫ゆり」とか「 君影草 」などと呼ばれて愛されるが毒草でも
きみかげそう

ある。

　花や茎は 口 にしなければ心配ないが、特に根や、花後の美しい実に
くち

は毒成分が多いので口にしないよう注意することが大切である。草原

の馬はそれを知っていて、葉も実も食べない。

　『鈴蘭に憩ふをとめ等の肩見ゆる』　秋桜子

●少年少女柔剣道教室
　陽気も暖かくなり、スポー

ツも盛んな季節になりました。

町内でも、様々なスポーツ大

会が行われます。

　今月の表紙は、４月２１日か

ら始まった丸子町少年少女柔

剣道教室の光景です。今年か

ら参加する子どもたちは、ま

だ道着の着かたも慣れません

が、先生に教わりながら、柔

道の心得や剣道の足運びなど

を熱心に学んでいました。

　５月は、初夏を思わせるよ

うな暑い日が続きましたが、

これから梅雨の時期になります。４月に新しい環境・生活になった方

たくさんいると思いますが、そろそろ慣れてきたでしょうか？季節の

変化で体を壊しやすいので気をつけましょう。
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�
行
政
責
任
領
域
の
基
本
認
識
の

設
定

①　

老
人
ホ
ー
ム
の
民
営
化　

�
上
田
地
域
広
域
連
合
老
人
福
祉

施
設
建
設
推
進
委
員
会
を
設
立

し
、
平
成　

年
度
を
目
標
に
、

１７

民
間
の
社
会
福
祉
法
人
の
建
設
、

運
営
に
よ
る
新
た
な
老
人
福
祉

施
設
の
設
置
を
目
指
し
ま
す
。

②　

町
民
の
公
共
的
活
動
へ
の
自

発
的
・
主
体
的
な
参
加
の
助
長

�
新
規
う
る
お
い
景
観
ま
ち
づ
く

り
事
業
の
構
想
の
策
定
に
あ
た

り
、
応
募
の
あ
っ
た　

人
の
町

４６

民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し
構
想
を
決
定
し
ま
し
た
。

�
住
民
ニ
ー
ズ
と
行
政
課
題
の
抽

出

①　

新
た
な
公
聴
シ
ス
テ
ム
を
制

度
化

�
「
町
長
と
の
対
話
サ
ロ
ン
」
の

参
加
者
は
、　

組　

人
で
し
た
。

１５

３０

こ
の
取
り
組
み
を
始
め
て
か
ら

一
年
半
が
経
過
し
た
こ
と
に
よ

り
、
自
分
か
ら
役
場
に
出
向
い

て
参
加
し
た
い
方
は
一
巡
し
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
は
、
役

場
か
ら
地
域
に
出
向
い
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

�
事
務
事
業
及
び
運
営
の
整
理
・

合
理
化

①　

鹿
月
荘
を
業
務
委
託

�
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
社
団

１２

法
人
丸
子
町
振
興
公
社
へ
業
務

を
委
託
し
ま
し
た
。

②　

公
用
車
の
台
数
削
減

�
軽
乗
用
車
１
台
、
原
付
バ
イ
ク

２
台
を
廃
車
し
削
減
を
し
ま
し

た
。

�
平
成　

年
４
月
１
日
現
在
、
役

１３

場
関
係
車
両
台
数 　

台
（
所
有

６７

　

台
、
リ
ー
ス　

台
）

５６

１１

③　

公
共
施
設
の
整
備
等
で
既
に

完
了
し
た
事
業
等
に
つ
い
て
、

そ
の
効
果
等
を
事
後
に
評
価
し
、

町
の
政
策
決
定
や
各
種
計
画
の

策
定
に
活
用
、
反
映
さ
せ
る
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。

�
前
期
基
本
計
画
の
な
か
の
３
５

９
項
目
（
施
策
）
に
つ
い
て
達

成
状
況
を
Ａ
か
ら
Ｄ
の
４
段
階 

　

で
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
今
年

度
策
定
す
る
後
期
基
本
計
画
の

基
礎
資
料
に
活
用
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
評
価
の
概
要
を
広
報

ま
る
こ
に
掲
載
し
、
公
表
し
ま

す
。

�
補
助
金
及
び
事
務
処
理
等
の
見

直
し

①　

公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減
に

取
組
み
、
平
成　

年
度
ま
で
に

１２

平
成
９
年
度
の
標
準
的
な
コ
ス

ト
に
対
し
て　

％
以
上
の
縮
減

１０

を
目
指
す
。

�
平
成　

年
度
と
平
成　

年
度
の

１０

１１

抽
出
に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
の
推

計
結
果　

　

平
成　

年
度　

７
・
０
％
の
縮

１０

減　
　
　

　

平
成　

年
度　

７
・
８
％
の
縮

１１

減

　

平
成　

年
度
は
現
在
集
計
中
で

１２

す
。
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���������	��

平
成

年
度

平
成　

年
度

１２１２
丸
子
町
行
政
改
革
実
施
計
画
の
取
り
組
み
状
況

　

丸
子
町
行
政
改
革
実
施
計
画
の
取
り
組
み
状
況

　

平
成　

年
度
に
丸
子
町
役
場
が
取
り
組
ん
だ
行
政
改
革
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

１２

　

な
お
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
町
民
の
皆
さ
ん
に
直
接
関
連
す
る
も
の
を
中
心
に
抜
粋
し
て
掲
載
い
た
し
ま

し
た
。
実
施
計
画
の
取
り
組
み
状
況
の
全
文
に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場
玄
関
ロ
ビ
ー
の
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

や
丸
子
町
役
場
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
務
・
事
業
の
整
理
合
理
化

�
情
報
公
開
の
推
進

①　

公
文
書
の
公
開

�
平
成　

年
度
の
情
報
公
開
件
数

１２

は　

件
で
し
た
。

４０

②　

個
人
情
報
を
保
護
す
る
制
度

的
枠
組
み
の
確
立

�
町
民
等
が
町
行
政
に
お
け
る
個

人
情
報
の
取
組
み
状
況
を
確
認

し
、
自
己
情
報
の
公
開
や
訂
正

等
の
請
求
に
資
す
る
た
め
の
個

人
情
報
取
扱
事
務
登
録
簿
に
つ

い
て
、
現
行
の
事
務
事
業
の
内

容
と
適
合
さ
せ
る
た
め
の
見
直

し
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

�
政
策
形
成
機
能
、
総
合
調
整
機

能
の
強
化

①　

企
画
・
立
案
等
政
策
形
成
能

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
職
員

研
修
の
計
画
的
実
施

�
長
野
県
市
町
村
研
修
セ
ン
タ
ー

及
び
上
田
地
域
広
域
連
合
が
行

う
政
策
形
成
研
修
会
へ
計
画
的

に
参
加
を
し
ま
し
た
。

②　

東
内
、
丸
子
、
塩
川
地
区
に

お
け
る
保
育
所
・
幼
稚
園
の
整

理
統
合
と
各
園
の
役
割
分
担
に

基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

�
平
成
９
年
度
に
依
田
保
育
園
を

移
転
改
築
し
た
後
は
、
整
理
統

廃
合
に
つ
い
て
具
体
的
な
進
展

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成

　

年
度
に
お
い
て
は
、
国
・
県

１３の
補
助
金
の
交
付
状
況
等
も
把

握
し
な
が
ら
目
標
達
成
に
向
け
、

検
討
に
入
り
ま
す
。

�
定
員
適
正
化
計
画

①　

退
職
職
員
の
補
充
を
1
0
0

％
は
行
わ
な
い
。

�
平
成　

年
３
月
の
退
職
者
７
人

１２

に
対
し
て
、
４
月
の
採
用
を
１

人
に
し
て
1
0
0
％
の
補
充
を

行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

②　

住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
る

た
め
定
員
の
状
況
に
つ
い
て
公

表
す
る
。

�
広
報
ま
る
こ　

月
号
で
部
門
別

１０

職
員
数
及
び
そ
の
増
減
状
況
を

国
の
公
表
基
準
に
基
づ
い
て
公

表
し
ま
し
た
。
今
後
の
定
員
の

適
正
化
計
画
に
つ
い
て
、
公
表

方
法
を
検
討
し
ま
す
。

�
行
政
運
営
プ
ロ
セ
ス
の
改
善

①　

提
案
制
度
の
活
用

�
職
員
か
ら
地
域
振
興　

件
、
事

１４

務
改
善
５
件
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
が
、
内
容
の
整
理
が
必
要

な
も
の
も
あ
り
、
具
体
化
は
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
の
職

員
提
案
制
度
の
見
直
し
に
着
手

し
、
提
案
か
ら
実
行
ま
で
の
体

系
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

�
職
員
研
修
体
系
の
確
立

①　

研
修
体
系
に
基
づ
い
た
階
層

別
研
修
の
実
施

�
丸
子
町
職
員
研
修
規
程
の
研
修

体
系
に
基
づ
き
、
長
野
県
市
町

村
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
等
が
行

う
階
層
別
研
修
に
計
画
的
な
参

加
を
し
ま
し
た
。
平
成　

年
度

１２

は
、　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

３０

②　

派
遣
研
修
（
民
間
・
県
等
）

の
実
施

�
特
殊
法
人
情
報
処
理
振
興
事
業

協
会
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究

セ
ン
タ
ー
」
へ
派
遣
研
修
（
１

人
）
を
行
い
ま
し
た
。

�
専
門
職
員
の
確
保
対
策

①　

資
格
の
取
得
に
よ
る
専
門
職

員
の
育
成
と
、
採
用
に
よ
る
人

員
確
保

�
消
防
職
救
急
救
命
士
（
１
人
）

及
び
被
災
地
危
険
度
判
定
士
の

資
格
取
得
の
た
め
の
研
修
（
６

人
参
加
）
を
行
い
ま
し
た
。
平

成　

年
４
月
１
日
現
在
、
丸
子

１３
消
防
署
に
は
６
人
の
救
急
救
命

士
が
お
り
ま
す
。

�
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

①　

窓
口
業
務
の
総
合
化
。
住
民

窓
口
業
務
の
ほ
か
に
税
の
諸
証

明
、
国
民
健
康
保
険
証
発
行
を

総
合
化

�
窓
口
業
務
の
総
合
化
に
つ
い
て

「
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ

る
」
観
点
か
ら
検
討
を
行
い
ま

し
た
が
、
結
論
は
で
ま
せ
ん
で

し
た
。

�
公
共
施
設
整
備
の
役
割
分
担
と

管
理
運
営
の
充
実
、
設
置
目
的
に

沿
っ
て
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
効

果
的
な
施
設
運
営
を
図
る
。

①　

振
興
公
社
に
よ
る
公
共
施
設

の
管
理

�
振
興
公
社
に
管
理
委
託
し
て
い

る
業
務
に
つ
い
て
、
委
託
の
メ

リ
ッ
ト
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。

現
在
委
託
し
て
い
る
業
務
の
う

ち
、
公
園
緑
地
管
理
に
つ
い
て

は
、
振
興
公
社
だ
け
で
な
く
民

間
業
者
へ
の
委
託
も
視
野
に
入

れ
、
経
費
節
減
に
つ
な
が
る
方

法
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

（3）
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公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

組
織
・
機
構
の
改
革

定
員
及
び
給
与
の
適
正
化

効
果
的
な
行
政
運
営
と

職
員
の
能
力
開
発

公
共
施
設
の
設
置
及
び

管
理
運
営
の
合
理
化

情
報
化
、窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
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介護保険制度
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対
象
と
思
わ
れ
る
方
は
、
保
健
福
祉
課

介
護
係
又
は
施
設
に
あ
る
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
審
査
後
、
減
額
対
象
に

な
る
方
に
は
認
定
証
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
施
設
に
提
示
し
て
食
費
の
標
準
負
担

額
の
減
額
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
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皆
さ
ん
は
、
保
健
補
導
員
の
制

度
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

長
野
県
は
、
全
国
で
も
長
寿
県

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
を
支
え
る
要
因
と
し
て
保
健
補

導
員
制
度
が
充
実
し
て
い
る
こ
と

が
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

丸
子
町
で
は
昭
和
五
十
二
年
に

こ
の
保
健
補
導
員
制
度
が
発
足
し
、

今
年
で
二
十
四
年
に
な
り
ま
す
。

　

保
健
補
導
員
は
、
町
内
各
地
か

ら
選
ば
れ
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

健
康
面
か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
。

　

四
月
七
日
に
は
、
こ
れ
か
ら
二

年
間
の
任
期
で
活
躍
し
て
い
た
だ

く
百
八
十
三
人
の
方
が
町
長
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

保
健
補
導
員
の
役
割
は
？

　

保
健
補
導
員
は
、
主
に
次
の
よ

う
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

●
研
修
会
へ
の
参
加

　

視
察
研
修
や
研
究
大
会
な
ど
に

参
加
し
、

健
康
や

福
祉
に

つ
い
て

研
修
し

ま
す
。

●
自
主
的
な
活
動

�
健
康
相
談
、
健
康
教
育
、
介
護

予
防
事
業
な
ど
の
計
画
と
実
施

�
地
域
ふ
れ
あ
い
の
会
へ
の
参
加

　

区
役
員
や
民
生
委
員
と
協
力
し
、

障
害
者
や
高
齢
者
等
援
護
を
必

要
と
す
る
す
べ
て
の
方
を
支
え

あ
う
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
協
力
活
動
（
地
域
の
保
健
事
業

に
協
力
）

�
各
種
検
診
に
つ
い
て
受
診
の
奨

励
�
複
十
字
シ
ー
ル
運
動

　

保
健
補
導
員
は
こ
れ
ら
の
活
動

を
通
じ
て
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り

福
祉
の
推
進
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
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ºB

氏    名集落名地区
宮下わかい

東　組
長
瀬
地
区

八反田満江
依田美容子

北街道
大場みつ江
佐 藤 サ キ

東街道
樋沢登美子
柳 沢 昌 子宮　原
成 澤 英 子

石　井

塩

川

地

区

竹 内 征 子
金 子 春 美
桐 山 房 子
曽根原公子
西脇みつ子
金 井 和 子
田 中 晃 子
中 澤 啓 子
岩渕美代子
青 木 永 子
関 裕 見 子
竹 村 光 子
高 橋 敏 子
中 島 和 子

狐　塚
中 沢 常 代
佐 藤 節 子
小松みさお
藤 森 夏 江

坂　井
横 山 裕 子
荻 原 啓 子
大 塚 俊 子
横山ふく枝郷仕川原
高橋きよ子

南方松葉
北 澤 範 江
芹 沢 潤 子

南方西部
吉池ヒロエ
下村テル子

南方東部
吉 池 知 子
酒井理栄子南方宮平
中 村 そ 乃

藤原田
藤
原
田

黒 澤 静 江
高橋さき子

氏    名集落名地区
小畑いさ子

鹿教湯

西

内

地

区

斉 藤 悦 子
中 村 美 幸
原田百合子

町
小 倉 悦 子
斉藤けさ子高　梨
川 代 温 子大　塩
祢津とも子霊泉寺
桜井由起子茂　沢
竹鼻美喜子穴　沢
今 井 愛 子戸　羽
中嶋しづ子中　村
我 山 清 子宮　沢
太 田 ふ み

辰ノ口

東

内

地

区

南 雲 文 子
宮原由美江
箱山富士子
北村智重子
河 西 敏 江

新　屋
山 本 幸 子
吉沢けい子宮　脇
竹鼻万亀子横　辻
小宮山美貴子

和　子
西野入泰代
柳澤千枝子

荻　窪
中村百合子
滝沢千代子虚空蔵
荒 木 高 子

腰　越

丸
子
地
区

永 井 明 美
大 井 敦 子
川 合 栄 子

氏    名集落名地区
児 玉　 貞

腰　越

丸

子

地

区

横 山 政 子
下村フミ子
岡崎亜貴子
友 松 真 琴
下 村 和 子
小山志津子
坂 本 盈 子
清 水 芳 子
清水紀美代
綿谷ミサト

三反田

児玉登美子
田 中 早 苗
佐藤多美子
池田いと子
中 村 恵 子
塩沢みな子
伊 藤 芳 子
伊藤美和子
堀内さよ子

海　戸

片 桐 君 子
池 田 幸 子
瀧 澤 洋 子
西 嶋 京 子
南 沢 幸 子
櫻 井 わ か
長野由紀子
佐 藤 敏 子

沢　田
丸 山 朋 子
西 沢 幸 子
市崎眞喜子
西 村 好 枝

氏    名集落名地区
清 水 安 子

沢　田

丸

子

地

区

深井八千代
小林ますい
斎 藤 敏 子
土 屋 湛 子
小宮山房子

八日町
滝 沢 治 子
宮坂小夜子
石 井 信 子
吾 妻 洋 子
関 口 三 子

中丸子

堀 内 陽 子
油 井 淑 子
関 喜 代 子
田 中 悦 子
佐 藤 藤 子
永 井 澄 子
鮎 澤 光 子
工 藤 安 子
小井土祥子
児玉まさ子
田中ケイ子
梅野ミイ子
坂井三枝子
成澤智恵子
北 原 恵 子
柴 田 綏 子

下丸子
中 村 テ ル
蓮池八重子
西沢みすづ
柴 田 加 代
上 野 幸 子

尾野山依

田

地

区

滝澤恵美子
宮下ヨシ子
中 村 明 子
滝澤右女子
篠 原 文 子
宮 沢 時 子

茂　沢 春原眞佐子
渡 来 芳 子

氏    名集落名地区
平山マツ子

茂　沢

依

田

地

区

帯 川 陽 子
粟 田 弘 子

飯　沼

山 浦 咲 子
金 澤 恵 子
斉藤志津江
竹花みつ子
石曽根幸子
大 井　 智
宮 下 敏 子
水 澤 孝 子
齊藤はつ江

北　原
吉井くわ子
杉 原 清 子

上　組 中村冨美子
市 川 房 枝
田村美津子

中　山
清水まき子
金 井 信 子

三　角
土井かよ子
清 水 京 子

南　原
清水せい子
丸 山 和 子

上　南

長

瀬

地

区

矢 島 幸 江
新井千鶴子
西 島 紀 江上　北
中 村 武 子練　合
望月サトミ

上平南
元 木 直 子
竹 重 輝 子

上　平
井出八重子
池 内 温 子

町　組
出 浦 信 子
小相澤のぶ子金　井
小林美智子

小路下
佐 藤 秀 子
村松美佐子権　現
滝沢いき子

西　組 春原美代子
藤橋恵美子

任期／平成１３．４．１～１５．３．３１
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みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりののののののののののののののののののののののののののののののの少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団 発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足足

　４月２０日、丸子町総合体育館で、第１
回丸子町親睦ふわっとテニス大会が行わ
れました。ふわっとテニスは、やわらか
いビニール製のボールを、子供用のテニ
スラケットで打ち合う新しいスポーツで
す。当日は、子どもから大人まで、２４チー
ム、約２００名の方々が参加しました。簡単
に打ち返せそうな大きさのボールも、予
測できないその動きに好プレーが続出し、
参加者も大いに楽しんでいました。

　毎年春の恒例の独鈷山登山が、４月２２日に行
われました。この日は晴天に恵まれ、約５０名の
人たちが、平井宮沢地区の登山口から頂上をめ
ざしました。独鈷山は、１２６６メートルあり、道中
も急な傾斜がたくさんありましたが、参加した
方々は元気に登っていました。この日、上田市
でも塩田公民館主催の独鈷山登山が行われ、上
田市側の登山者と頂上で落ち合い、山頂は丸子
側と上田側からの登山者約２００名ほどで賑わっ
ていました。

　町の２１世紀記念イベントの一環として、４
月２８日、千曲川左岸広域農道千曲ビューライ
ン沿いで、２１世紀記念植樹の式典が行われ、多
くの人が参加しました。この日は晴天に恵ま
れ、ビューライン沿いの八つの地区からなる
丸子千曲ビューライン花街道実行委員会の
方々や４月２０日に発会した、「まるこ花と緑の
会」の方々などの手により、オオヤマザクラ
をはじめ、ハギ・ユキヤナギなど２１世紀を記
念して苗木が植えられました。

　４月２５日、西内小学校で「緑の少年団」の結団式が
行われました。みどりの少年団は、緑を愛し、緑を守
り育てる心を養うことを目的に活動しており、上小で
は、和田、真田、武石、長門に続き５つ目の少年団と
なります。西内小学校のみどりの少年団は、団長を学
校長とし、全校児童９１名で構成されています。結団式
では、町長から「みどりの少年団」の団旗とスカーフ
が授与されました。団員を代表して６年の永井結果里
さんは、「木や川を大切にしていくようにみんなで協力
して頑張ります」と話しました。
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町
の

財
政
状
況

平
成
十
二
年
度  
下
半
期

　

平
成
十
二
年
度
の
町
の
予
算
に
対
す
る
こ
の
三
月
三
十
一
日

現
在
の
執
行
状
況
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
･
県
か
ら
の
支
出
金
と
町
債
の
執
行

率
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
事
業
が
完
了
し
て
か
ら

収
入
さ
れ
る
も
の
が
多
い
た
め
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
下
水
道

事
業
に
も
あ
て
は
ま
り
、
収
入
と
支
出
の
時
期
の
違
い
か
ら
不

足
す
る
額
は
、
一
時
借
入
金
で
補
っ
て
い
ま
す
。
一
時
借
入
金

は
出
納
が
最
終
的
に
締
め
ら
れ
る
五
月
末
ま
で
に
全
額
返
済
さ

れ
ま
す
。

●一般会計予算の執行状況
��������������

執行率（％）収入済額（万円）予算額（万円）歳　　　入
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執行率（％）支出済額（万円）予算額（万円）歳　　　出
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 町 債現在高 
（平成１３年３月３１日現在）

　一　般　会　計
76億2,569万円

　特別・企業会計
156億6,990万円

　合　　　　　計
232億9,559万円

 一 時借入金 
（平成１３年３月３１日現在）

　一　般　会　計
4億7,309万円

　公共下水道事業会計
3億　　　 　円

　

 町 有財産 
（平成１３年３月３１日現在）

　積立金（基金）
41億3,353万円

　土地    12,986.622平方メートル

　建物         106.759平方メートル

　 土地、建物については、集計が間に合わ
　 ないため前年度の数値となっています。

�
�
�

�
�
�

●特別会計予算の執行状況 ��������������

執行率（％）支出済額（万円）執行率（％）収入済額（万円）予算額（万円）区　　分
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●公営企業の経営状況 ��������������

資 本 的 収 支収 益 的 収 支
区　　分
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町政の動きを町政の動きを　　　　　
　　お知らせします。お知らせします。

役場  …………………………… � 42-3100

　 …………………………… FAX 43-3666

教育委員会　学校教育課  …… � 42-1044

　　　　　　社会教育課  …… � 42-3147

　 …………………………… FAX 42-3148

丸子町文化会館  ……………… � 42-0001

総合体育館  …………………… � 43-2250

　 …………………………… FAX 43-0616

金子図書館  …………………… � 42-2414

　 …………………………… FAX 42-2414

クリーンセンター  …………… � 43-2131

衛生センター  ………………… � 42-6789

給食センター  ………………… � 42-2892

解放センター  ………………… � 42-6694

町民センター  ………………… � 42-5122

郷土博物館  …………………… � 42-2158

�������

 3日　少年野球開幕式
12日　ソフトボール開幕式
13日　早起き野球開幕式
　　　  ソフトボール開幕式
23日　ブルームフィールド市長　来町
（～26日）
25日　信州ルネッサンスふれあい2001
（～26日）

��� �� 

 1日　水道週間（～7日）
10日　上小ふわっとテニス大会
13日　「どこでも知事室～ぐるっと信州～」
15日　町長との対話サロン
24日　ポンプ操法・ラッパ吹奏丸子大会

6月は
 1日　気象記念日
 3日　測量の日
 5日　世界環境デー
10日　時の記念日
16日　和菓子の日
17日　父の日
28日　貿易記念日

　  あたたかい心
（有）佐藤新聞店　様　　育英資金　６７，０００円
赤　羽　　　渡　様
　　　　彫刻「butterfly�moth」（赤羽あづさ作)
　　　　丸子町文化会館寄付（写真）

以上町へご寄付いただきました。厚くお礼申しあげます。

　平成１２年度における情報公開の実施状況

決定状況件数請求の内容実施機関

公開１１件/非公開１件/一
部公開２件/一部公開及び
不存在１１件/不存在２件
/不存在及び対象外２件

２９

下水道管渠実施設計委
託契約及び工事関係等
（平成５年度～平成１１
年度） 

町 長

一部公開及び不存在１箱畳公園実施設計委託
契約及び工事関係町 長

公開１工事請負契約(２９件分)
に係る入札経過調書町 長

一部公開１土砂粉じん及び騒音に
関する陳情書町 長

一部公開及び不存在１丸子町振興公社の設立
目的等町 長

一部公開及び不存在１カネボウ跡地の土地取
得契約等町 長

一部公開１町長交際費町 長

公開１丸子町､東内村､西内村
町村合併計画書町 長

公開１県に対する道路改良の
要望内容町 長

一部公開及び不存在１運動公園テニスコート
建設工事関係教育委員会

一部公開１意見書の記載事項中、入
札契約２９件の事業名等監査委員

公開１議長交際費議 会

40件合計　（請求者数７）

不服申し立て件数及び内容　平成５年度～平成１１年度下水道管渠実
施設計委託設計書(委託費の積算/金額入り)の情報公開請求に対す
る非公開決定処分に係るもの　１件

平成１２年度における個人情報保護制度の運用状況
個人情報取扱事務登録簿の登録件数　　　　　　　１４７
公開､訂正及び削除請求並びに是正の申し出件数　　 ０
苦情処理件数　　　　　０　　苦情相談件数　　　　   ０

��������	
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町
長
と
の
対
話
サ
ロ
ン
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丸
子
町
土
地
開
発
公
社
が
平
成

十
年
十
月
か
ら
工
事
に
着
工
し
ま

し
た
神
の
倉
工
業
団
地
が
完
成
し
、

分
譲
を
開
始
し
ま
す
。

　

神
の
倉
工
業
団
地
は
、
塩
川
地

区
千
曲
ビ
ュ
ー
ラ
イ
ン
沿
い
の
北

御
牧
村
境
の
丘
陵
地
帯
に
位
置
し
、

開
発
面
積
が
二
十
三
・
六
�
（
約

七
万
一
千
坪
）
の
町
内
最
大
の
工

業
団
地
で
、
二
十
一
世
紀
の
新
時

代
を
リ
ー
ド
す
る
林
間
工
業
団
地

と
し
て
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
地
元
南
方
区

の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
関
係
各
位

の
ご
協
力
に
よ
り
完
成
し
、
分
譲

を
開
始
し
ま
す
。

　

分
譲
区
画
数
は
、
約
一
万
七
千

坪
・
約
二
万
五
千
坪
・
約
二
千
七
百

坪
の
三
区
画
で
す
が
、
分
譲
面
積

は
、
ご
希
望
に
よ
り
分
割
も
可
能

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
商

工
労
政
係　
  
�
四
二
‐
一
〇
四
七

丸
子
町
土
地
開
発
公
社

 
 
 
 
  　

�
四
二
‐
一
〇
三
五

神神神神神神神神神神
のののののののののの
倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉
工工工工工工工工工工
業業業業業業業業業業
団団団団団団団団団団
地地地地地地地地地地
がががががががががが
完完完完完完完完完完
成成成成成成成成成成

神
の
倉
工
業
団
地
が
完
成

0 100 200 300m

N

2号区画�
（約25,289坪）�
83,600㎡�

1号区画�
（約17,122坪）�
56,600㎡�

3号区画�
（約2,783坪）�
9,200㎡�

調整池�

公園緑地� ←
上
田
方
面
�

佐
久
方
面
→
�

千
曲
ビ
ュ
ー
ラ
イン
�

区画割計画予想図�
※面積・区画割等ご相談に応じます。�

保
健

ガ
イ
ド

【問】　保健センター　�４２-１１１７　有線２-４４８３
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乳幼児健康診査
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7カ月児健康相談

子育てランドと育児相談
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予　防　接　種
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町内のごみ減量状況（10月～3月分比較）�

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

不燃ごみ�もやせるごみ�

トン�

平成１１年度�
3,066t

平成１１年度�
408t

平成１２年度�
2,427t

平成１２年度�
201t

もやせるごみは�
約2割減量し、�
再資源化されました。�

減量した不燃�
ごみの約2割は�
粗大ごみ分と�
持ち込み分です。�

������

��������	
�	���������	

対前年比（％）H１２H１１

105.05649.80618.55再 資 源 化 量

73.9748.8266.00スチール缶内　

訳

73.4718.5025.18鉄 屑

40.325.0012.40アルミ缶

53.442.334.36アルミ屑

229.95101.8744.30び ん

167.80230.36137.28新 聞

67.41166.45246.91雑 誌

82.2567.5582.13ダンボール

―2.01―発泡スチロール・トレー

―6.91―ペットボトル

―240.69―プラスチック・ゴム類

79.162427.543066.62焼 却 量

39.7070.17176.77廃 棄 量

87.733388.203861.94ご み 総 量

丸子町のごみ約2割が資源に丸子町のごみ 約2割が資源に
��������	
��
������������	
��
����

　

昨
年
度
（
平
成　

年
度
）、
分
別

１２

収
集
に
よ
り
資
源
と
し
て
回
収
さ

れ
た
ご
み
の
総
量
は
半
年
で
約
6

5
0
ｔ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

ご
み
排
出
量
全
体
の
約
２
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
ま
た
再
資
源
化
さ

れ
た
量
は
分
別
収
集
開
始
前
の
前

年
度
（
平
成　

年
度
）
と
比
べ
る

１１

と
お
よ
そ
５
％
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
各
資
源
物
の
内
訳
を

見
る
と
、
多
く
の
品
目
で
前
年
度

よ
り
回
収
さ
れ
た
量
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
主
に
商
店
・

工
場
な
ど
の
事
業
系
の
廃
棄
物

（
資
源
物
）
が
再
生
・
処
理
事
業

者
へ
の
直
接
委
託
等
に
よ
り
適
正

に
処
理
さ
れ
た
た
め
、
排
出
が
大

幅
に
抑
制
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

◆
び
ん
も
破
砕
か
ら
再
利
用
に

　
『
び
ん
』は
分
別
収
集
の
成
果
が

特
に
大
き
く
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
混
合
収
集
の
た
め
回

収
し
た
後
の
色
分
別（
手
選
別
）が

非
常
に
困
難
で
あ
り
、大
部
分
は

破
砕
さ
れ
町
内
の
最
終
処
分
場
に

埋
め
立
て
処
分
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 　

し
か
し
、
分
別
収
集
に
よ
り
色

別
の
回
収
を
実
施
後
は
、
び
ん
の

大
部
分
を
再
び
資
源
と
し
て
生
か

す
こ
と
が
出
来
、
廃
棄
処
分
さ
れ

る
量
は
約
６
割
も
減
少
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
再
資
源
化
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
洗
浄
が
ポ

イ
ン
ト

　

分
別
収
集
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
の
資
源
物
の
中
に
は
、
汚
れ

た
も
の
や
キ
ャ
ッ
プ
・
ラ
ベ
ル
の

つ
い
た
ま
ま
の
も
の
が
ま
だ
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
が
混
入
し
て
い
る
と
、

再
生
品
（
繊
維
製
品
や
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
品
）
全
体
の
品
質
が
低
下

し
、
最
悪
の
場
合
は
再
生
業
者
に

引
き
取
り
を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。　

　

こ
の
た
め
、
お
配
り
し
た
『
ご

み
カ
レ
ン
ダ
ー
』
や
『
分
別
収
集

の
て
び
き
』
を
よ
く
ご
覧
に
な
っ

て
正
し
く
排
出
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ

ム
類
』
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
分
別

収
集
後
、
処
理
業
者
に
引
き
渡
し

破
砕
・
埋
め
立
て
処
分
を
し
て
い

ま
す
が
、
数
年
後
に
は
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包
装
の
み
に
再
分
別

し
、
再
商
品
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

を
す
る
方
式
に
移
行
予
定
で
す
。

こ
の
た
め
、
皆
様
に
は
よ
り
一
層

の
排
出
マ
ナ
ー
の
向
上
、
特
に
排

出
時
に
お
け
る
資
源
物
の
洗
浄
を

習
慣
づ
け
て
く
だ
さ
い
。

　丸子クリーンセンターは、今月か
ら来年の３月までダイオキシン対策
のため大規模な改修工事を行います。
この工事は２基の炉のうち片方づつ
を停止させて行うため、町民の皆様
にはより一層ごみ減量へのご協力を
お願いします。
���������	
���

１．ごみとして捨てる前に、資源とし
て使えないかを再確認しましょう。

２．詰め替えや繰り返し使える商品
を選びましょう。

３．トレーなど店に返却できる容器
包装は返却しましょう。

４．計画的な購入を行い、買い過ぎ
にならないようにしましょう。

５．生ごみの水分は良く切り、新聞紙
などに包んでから出しましょう。

�

�
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�
�
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クリーンセンター改修工事による
ごみ減量のお願い
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こ
れ
ま
で
数
回
に

　
　
　
　
　
　
　

わ
た
っ
て
お
届
け
し

　
　
　
　
　
　
　

て
き
ま
し
た
、
わ
た

　
　
　
　
　
　
　

し
の
U
W
P
記
も
今

　
　
　
　
　
　
　

回
で
最
終
回
と
な
り

　
　
　
　
　

ま
し
た
。

　

今
そ
っ
と
目
を
閉
じ
て
み
て
も
、
U
W

P
で
出
会
っ
た
大
切
な
人
た
ち
の
顔
と
、

温
か
い
ま
な
ざ
し
、そ
し
て
言
葉
が
、
私
の

胸
を
ほ
っ
と
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

私
の
も
と
に
は
、
今
も
そ
の
仲
間
た
ち

か
ら
電
子
メ
ー
ル
や
手
紙
が
届
き
ま
す
。

今
も
世
界
中
を
旅
し
て
い
る
関
西
の
大

学
生
の
り
君
、
ス
ペ
イ
ン
で
の
語
学
留
学

で
の
様
子
を
伝
え
る
オ
ラ
ン
ダ
人
の
マ
ラ

イ
ケ
、
年
末
に
日
本
ツ
ア
ー
計
画
中
の
ド

イ
ツ
人
キ
ャ
サ
リ
ン
、
お
世
話
に
な
っ
た
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
な
ど
様
々
で
す
。

　

そ
し
て
つ
い
先
日
、
こ
の
十
月
丸
子
町

に
や
っ
て
き
た
キ
ャ
ス
ト
D
の
メ
ン
バ
ー
、リ

ッ
キ
ー
か
ら
こ
ん
な
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

�
日
本
ツ
ア
ー
の
ス
タ
ー
ト
、丸
子
町
は
、み

ん
な
が
歓
迎
し
て
く
れ
て
す
ば
ら
し
い
町

だ
っ
た
ね
。
U
W
P
み
ん
な
が
こ
の
町
を

気
に
入
っ
て
い
た
よ
。
ふ
れ
あ
い
フ
ェス
テ
ィ

バ
ル
も
大
成
功
で
、す
べ
て
が
よ
い
経
験
だ

っ
た
よ
。
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
よ
。
皆
さ

ん
に
よ
ろ
し
く　

�
!!

　

私
自
身
、
旅
を
す
る
中
で
、
い
ろ
い
ろ

な
国
の
人
々
が
日
本
に
興
味
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、
政
治
か
ら
習
慣
、
文
化

に
い
た
る
ま
で
様
々
な
違
い
を
目
の
当
た

り
に
し
て
き
ま
し
た
。
自
分
と
は
違
う
何

か
を
知
ろ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、自
分

の
こ
と
、
そ
し
て
自
分
の
国
の
こ
と
を
も
っ

と
も
っ
と
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

U
W
P
で
の
旅
は
、
も
う
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
私
は
こ
の
日
常
の
中
で
み

ん
な
が
ス
テ
キ
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
ね
っ
て
言

っ
て
く
れ
た
こ
の
国
の
、
そ
し
て
こ
の
町
の

こ
と
を
も
っ
と
よ
く
知
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
私
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
出

会
っ
た
U
W
P
の
O
G
が
い
っ
て
く
れ
た

こ
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
「
U
W
P
は
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
U
W

P
な
の
よ
。不
思
議
だ
け
ど
ね
、い
く
つ
に

な
っ
て
も
ね
。」

　

途
中
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
活
動
で
は

あ
り
ま
す
が
、
私
は
こ
の
経
験
を
糧
と
し

て
、
い
つ
で
も
何
か
に
関
わ
っ
て
、
人
と
触

れ
合
っ
て
い
け
る
よ
う
な
そ
ん
な
自
分
で

あ
り
た

い
と
思
っ

て
い
ま

す
。

　

で
は
、

ま
た
…

ど
こ
か

で
お
会

い
し
ま
し

ょ
う
！

�������

u w p 
���������	�


�
犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て
…

①　

生
ま
れ
て　

日
以
上
の
飼
い
犬
は
、

９１

生
涯
１
回
の
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂

犬
病
予
防
注
射
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

②　

犬
を
散
歩
さ
せ
る
時
は
、
引
き
綱

を
し
っ
か
り
首
輪
に
つ
け
、「
フ
ン
」

の
後
始
末
は
必
ず
行
い
、
町
を
汚
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③　

飼
い
犬
を
放
し
飼
い
に
す
る
と
、

畑
を
荒
ら
し
た
り
、
子
供
に
ケ
ガ
を

さ
せ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

放
し
飼
い
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

�
猫
の
飼
い
方
に
つ
い
て
…

①　

最
近
、「
畑
を
荒
ら
さ
れ
た
」「
畑
に

フ
ン
を
さ
れ
て
困
っ
て
い
る
」
等
と

い
っ
た
苦
情
が
大
変
増
え
て
い
ま
す
。

　

不
幸
な
の
ら
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
、
子
猫
を
捨
て
る
の
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

②　

不
幸
な
子
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
、
す
す
ん
で
不
妊
手
術
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

6
月
は
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
普
及
月
間
で
す
。

　

動
物
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
、
動
物
を
家
族
と
同
じ
よ
う
に
愛
情

を
持
っ
て
、
正
し
い
飼
い
方
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
人
と
動
物
と
が
一

緒
に
快
適
に
生
活
で
き
る
社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

犬の登録・狂犬病予防注射を実施します

　狂犬病予防法では、生後９１日以上の飼育犬全てに（室内
飼育犬／譲ってもらった犬も含む）一生涯に一度の登録と、
年１回の狂犬病予防注射が義務づけられています。
　すでに登録が済んでいて今年注射を受けていない場合は、
飼育者あてに予防注射申請書（ハガキ）を送付してありま
すので、当日持参し予防注射を受けてください。未登録で
注射を受けていない場合は、当日会場で申請書（会場にあ
ります）を記入し、注射を受けてください。
日　時　平成１３年６月１７日（日）
　　　　午前９時から午前９時４０分
場　所　役場庁舎前駐車場
料　金　狂犬病予防注射料金　　２,６７０円
　　　　狂犬病予防注射済票交付手数料      ５５０円
　　　　合　計  ３,２２０円
※なお、新規登録（生涯に１回）は上記の料金に登録手数料
３,０００円が加算され６,２２０円になります。

犬猫の不妊･去勢手術に対し、費用の一部を助成します。

「不幸な子犬や子猫を出生させない」「捨て犬・捨て猫の
防止」のため、不妊・去勢手術にかかる費用の一部を助成
します。
実施期間…６月中（６月１日～３０日）
助 成 額…メス　５，０００円　　オス　３，０００円
　　　　　※助成頭数には限りがあります。
助成対象…６月中に不妊・去勢手術をした犬・猫で、上小

地域の助成事業協力動物病院で手術をした場合
に限ります。病院や詳細については、生活課 生
活環境係まで

���������������	
��
�����	��
�����
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鐘
紡
丸
子
工
場
の
サ
イ
レ
ン
が

鳴
り
を
ひ
そ
め
て
か
ら
久
し
い
。

依
田
川
の
ほ
と
り
に
広
大
な
敷
地

を
構
え
て
い
た
、
あ
の
工
場
あ
と

は
大
き
く
様
変
わ
り
し
つ
つ
あ
り
、

鐘
紡
全
盛
時
代
の
面
影
は
、
今
は

な
い
。
だ
が
、
周
辺
の
人
々
の
心

の
奥
に
は
、
工
場
の
サ
イ
レ
ン
の

音
が
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　

若
い
世
代
の
人
た
ち
に
は
記
憶

が
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
戦
前
、

そ
し
て
戦
中
を
生
き
抜
い
て
き
た

高
齢
の
方
々
は
、
あ
の
サ
イ
レ
ン

を
「
ポ
ー
」
と
呼
ん
だ
。
そ
し
て
、

そ
の
「
ポ
ー
」
の
音
は
、
人
々
の

生
活
の
中
に
深
く
浸
透
し
て
い
た

よ
う
で
あ
っ
た
。

　

昼
、
野
良
仕
事
に
打
ち
込
ん
で

い
た
人
々
は
、
正
午
の
「
ポ
ー
」

が
鳴
る
と
「
あ
あ
、
も
う
、
お
ひ

る
だ
わ
」
と
仕
事
を
や
め
て
家
路

に
着
い
た
。
そ
れ
は
「
さ
あ
、
昼

飯
時
で
す
よ
」
と
呼
び
か
け
て
い

る
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
日
の
短
い

と
き
の
夕
方
、「
ポ
ー
」
が
鳴
っ
て

も
遊
び
ま
わ
っ
て
い
る
小
さ
な
子

ど
も
た
ち
は
、「
あ
の
ポ
ー
が
聞
こ

え
な
か
っ
た
の
か
、
こ
の
ば
か
め

が
…
…
」
と
親
か
ら
厳
し
く
し
か

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

平
和
な
時
代
は
、
人
々
は
「
ポ

ー
」
に
心
を
癒
さ
れ
、
生
活
を
導

か
れ
、「
ポ
ー
」
と
と
も
に
生
き
て

き
た
。
そ
れ
は
、
暮
ら
し
に
リ
ズ

ム
を
つ
け
て
く
れ
る
�
激
励
者
�

で
も
あ
っ
た
。

　

戦
争
が
激
し
く
な
る
と「
ポ
ー
」

も
変
わ
っ
た
。
音
色
そ
の
も
の
は

変
わ
ら
な
い
が
、
聞
く
側
に
と
っ

て
は
感
情
的
に
強
い
調
子
で
呼
び

か
け
る
よ
う
に
も
受
け
取
れ
た
。

　

当
然
、
テ
レ
ビ
は
な
く
、
ラ
ジ

オ
も
各
家
庭
に
普
及
し
て
い
な
か

っ
た
戦
時
中
の
こ
と
で
あ
る
。

　

米
軍
機
の
日
本
本
土
空
襲
が
激

し
く
な
る
と
、
昼
夜
に
関
係
な
く

「
ポ
ー
」
は
鳴
っ
た
。
警
戒
警
報

発
令
の
合
図
で
あ
る
。
少
し
間
を

お
い
て
、
せ
き
た
て
る
よ
う
に
、

ま
た
空
襲
警
報
の
「
ポ
ー
」
は
鳴

る
。「
米
軍
機
接
近
、
逃
げ
ろ
」
と

呼
び
か
け
る
そ
の
音
色
は
、
悲
し

げ
に
、
あ
わ
て
て
い
る
よ
う
に
も

聞
こ
え
た
。

　

そ
し
て
戦
後
。
平
和
が
よ
み
が

え
っ
た
周
辺
の
山
野
に
鳴
り
渡
る

「
ポ
ー
」
の
音
は
、
農
村
の
「
の

ど
か
さ
」
を
よ
み
が
え
ら
せ
て
く

れ
た
。
そ
の
音
は
今
は
聞
く
こ
と

が
で
き
な
い
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
同

じ
音
色
で
あ
っ
て
も
、
同
じ
言
葉

で
あ
っ
て
も
、
人
々
の
心
に
訴
え

る
内
容
は
違
う
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
感
性
の
微
妙
さ
を
思
い

起
こ
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
こ
の
感
性
こ
そ
は
人

間
を
見
る
土
台
で
あ
り
、
人
権
を

考
え
る
物
差
し
で
も
あ
ろ
う
。

文
・
田
村
正
男

�
�
�
�
�
�
�

～育てよう一人ひとりの人権意識～

人権擁護委員制度をご存知ですか
　６月１日は、人権擁護委員法が施行された日です。

　昭和２３年に政令に基づいて人権擁護委員制度が設けられ、翌２４年６月１日に人権擁護委員法が施行されまし

た。これにより、地域住民の中にあって国民の基本的人権を擁護する機関である人権擁護委員制度が誕生しま

した。

　わが国の人権の状況をみると、同和問題など社会的身

分や門地による不当な差別、人種、信条、性別、障害等

による不当な差別その他の人権侵害が今なお存在し、国

際化、高齢化、少子化、情報化等の社会変化に伴い、人

権に関する新たな課題も生じてきています。

　人権の世紀といわれる２１世紀を迎え、これにふさわし

い人権尊重社会の実現をめざして、国民一人ひとりが人

権の意義や重要性に関する知識を身につけるとともに、

人権問題を直感的に捉える感性や日常生活において人権

への配慮がその態度や行動に現れるような人権意識をは

ぐくみ、明るい社会を作ることが私たちの願いです。

丸子町には町長から推薦され、法務大臣が委嘱し
た次の人権擁護委員がいます。

有　線電　話住　所氏　　名

２－７３５９４２－３８９４上丸子１１１６辰　野　袈裟義

３５－２４４１長瀬２８０５－２１市　川　　　孝

２－８７０３４３－３０４１東内２２６８窪　田　邦　利

２－３２２５４３－２１４６生田２８１５春　原　　　幾

２－１０３３３６－２２６４塩川２６６０－３２倉　石　貞　子

２－９７６０４４－２３３６西内１３７１斎　藤　貞　夫

相談は無料で、秘密は守られます。
お気軽にご相談ください。
�����������	�����������������
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縁
あ
っ
て
こ
の
丸
子
町
に
住
み
、

保
育
園
や
小
学
校
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
や
地
域
の
公
民
館
活
動
な
ど
を

通
し
て
、
多
く
の
方
々
と
出
会
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
重
ね
て
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
女
性
行
動
計

画
推
進
委
員
会
に
参
画
さ
せ
て
い

た
だ
く
に
あ
た
っ
て
は
、
一
町
民

と
し
て
真
に
微
力
な
が
ら
、
私
自

身
と
周
り
の
方
々
と
の
関
わ
り
の

中
で
、
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
の
、

皆
が
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
社

会
に
つ
い
て
家
庭
で
、
職
場
で
、

地
域
に
お
い
て
考
え
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て

考
え
て
ゆ
く
に
あ
た
っ
て
は
、「
人

権
」
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
ま
せ

ん
。『
人
権
ひ
ろ
ば
』
の
田
村
先
生

の
人
権
の
二
本
の
柱
に
つ
い
て
の

文
章
を
読
み
「
は
っ
」
と
し
ま
し

た
。
私
た
ち
人
間
は
、
毎
日
何
を

考
え
、
何
を
願
っ
て
生
き
て
い
る

の
か
、
そ
れ
に
は
二
つ
あ
り
、
一

つ
は
「
死
に
た
く
な
い
」
と
い
う

こ
と
と
、「
最
高
に
幸
せ
に
生
き
た

い
」
と
い
う
こ
と
。
ま
さ
に
こ
れ

が
「
人
権
の
柱
」
な
の
だ
そ
う
で

す
。
ま
ず
は
自
分
が
一
生
懸
命
生

き
る
こ
と
。
そ
し
て
家
族
や
社
会

は
そ
れ
を
支
援
す
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
町
で
は
、
各
種
講
演
会

や
勉
強
会
な
ど
の
啓
発
活
動
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
が
そ
れ
ら
に
積
極
的
に
参

加
さ
れ
る
よ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。「
人
間
だ
も
の
」
い

ろ
い
ろ
な
思
い
や
悩
み
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
「
人
間
だ
も
の
」
頭

で
考
え
、
心
で
感
じ
、
行
動
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
何

か
が
起
こ
っ
た
時
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
人
が
い
る
の
だ
か
ら
、
当
然

話
し
合
い
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
生
活

習
慣
な
ど
が
違
え
ば
感
じ
方
や
受

け
取
り
方
が
違
っ
て
く
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
国
際
化
に
伴
い
、

言
葉
の
必
要
性
も
感
じ
ま
す
。
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
そ
う
で
す
。

※このコーナーへの
ご意見ご感想をお
待ちしています。

【宛て先】
　〒386-0404
　丸子町上丸子1488
　丸子町教育委員会
　TEL42-3147
　FAX42-3148

男
と
女
が
よ
り
よ
く

い
っ
し
ょ
に
生
き
る
に
は
…
？
�

〜
男
女
共
生
社
会
づ
く
り
〜

女
性
行
動
計
画
推
進
委
員
だ
よ
り
�
…
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
向
け
て
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丸
子
町
女
性
行
動
計
画
推
進
委
員
会
の
委
員
と
な
っ
て

塩
川　
　

横
山　

佳
栄
さ
ん

��������	
���
���

���������	

　男女共同参画社会づくり
に向けて、落語家の桂　文也
さんによる講演と落語が下
記のとおり開催されます。笑
いの渦の中で、肩の力を抜い
て大いに楽しんで、男女共同
参画社会を納得してくださ
い。入場無料です。大勢の皆
さんお出かけをお待ちして
います。

日時　７月１３日（金）　午後７時～８時３０分　　
場所　丸子町文化会館  セレスホール
内容　桂　文也のジェンダーブレイク（講演）
　　　「笑って・感じて・気づいて・変わる」
　　　「目覚めのススメ（落語）」

� � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � �

���������	
���
����
　男女共同参画社会の実現に向け、男性と女性が自分と周
りを変えながら社会のあらゆる分野に主体的に参加してい
く力をつけましょう。すばらしい講師の先生方による講座を
計画しました。大勢の皆様のご参加をお待ちしています。
����■平成13年6月～10月（全6回）
����■男女を問わず男女共同参画社会づくりに向け

て地域や団体等で活動できる方、また学習意欲
のある方。
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～～～《
一
位
》　

豚
小
屋
に
仔
豚
桃
い
ろ
春
浅
し　
　
　
　
　

長
瀬　

笹
栗　

元
子

《
二
位
》　

過
ぎ
し
日
よ
今
日
よ
明
日
へ
屠
蘇
を
酌
む　

平
井　

滝
沢　

佐
智
子

　
　
　
　
 
竹
林
を
ゆ
ら
し
て
寒
波
来
た
り
け
り　
　
　

長
瀬　

山
岸　

政
子

��������

�東内・西内コース
　６/１２�　６/２６�　７/１０�

�腰越・依田コース
　６/１４�　６/２８�　７/１２�

�中丸子・下丸子・長瀬コース
　６/５�　６/１９�　７/３�

�塩川・藤原田コース
　６/７�　６/２１�　７/５�

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院
　６/６�　６/２０�　７/４�

�����

信州花の湿原を歩く

写真・文　日野　東
発行　信濃毎日新聞社

金子図書館�
　休館/月曜・祝日・月末日�

〈新刊本の紹介〉

本館

自由国民社平山　信一わかりやすい離婚 

永 岡 書 店畠中　雅子貯蓄の大原則 

ブディック社　プロバイダガイド

平 凡 社コロナ・ブックス編集部 アジア雑貨を買いに行く  

信濃毎日新聞山本　麗子信州の贈りもの

徳 間 書 店新堂　冬樹カリスマ  上・下 

文 芸 春 秋宮城谷昌光王家の風日

講 談 社高橋たか子君の中の見知らぬ女

文 芸 春 秋東野　圭吾片想い

あおぞら号

文 芸 春 秋平岩　弓枝佐助の牡丹  - 御宿かわせみ- 

文 芸 社小野　　武花子と私

幻 冬 舎沢田ふじ子大蛇の橋

河出書房新社笙野　頼子愛別外猫雑記

小 学 館宮部みゆき模倣犯  上・下

第
三
十
八
回 

�
�
�
�
�
��
短
歌
の
部　

近
藤
良
子 
選

クアハウス無料開放　　
��������������

���������	
��
����

������

��

��������	


��������		
��
�������

��������	
���
������

��������������	
��

��������	
��
���

音楽村ラベンダー祭り　　
���������	
���


��������	
��
�����

����

第４回　浜松国際ピアノコンクール優勝者

アレクサンダー・ガブリリュク
                        ピアノ・リサイタル
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こ
の
た
び
三
月
議
会
で
同

意
を
い
た
だ
き
収
入
役
の
大

任
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
町
職

員
と
し
て
税
・
財
政
や
福
祉
・

環
境
の
分
野
に
従
事
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
収
入
役
の

重
責
は
不
安
と
と
も
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
居
り
ま

す
。
収
入
役
の
職
務
は
、
予

算
に
基
づ
き
行
政
の
各
分
野

で
発
生
し
た
債
権
・
債
務
に

つ
い
て
、
そ
の
内
容
確
認

し
て
現
金
の
受
け
払
い
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
十
三
年

度
で
の
予
算
は
一
般
会
計
の
ほ
か

特
別
会
計
を
含
め
る
と
百
七
十
六

億
円
の
膨
大
な
規
模
に
な
り
ま
す
。

そ
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
職
員

全
体
が
常
に
納
税
者
の
思
い
を
重

ね
て
業
務
に
あ
た
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
居

り
ま
す
。
経
済
活
動
の
国
際
化
が
、

急
速
に
進
む
中
で
、
来
年
四
月
か

ら
の
預
金
の
ペ
イ
オ
フ
対
策
、
預

金
や
借
入
金
の
選
択
、
金
融
商
品

の
活
用
等
で
出
納
業
務
も
多
様
化

し
、
よ
り
専
門
的
な
知
識
が
求
め

ら
れ
る
時
代
に
な
り
ま
す
。
過
去

の
教
育
に
学
び
、
非
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
町
民
皆
様
方
の
ご
鞭
撻

を
い
た
だ
き
、
責
任
を
果
た
し
て

ま
い
り
た
い
と
気
持
ち
を
新
た
に

し
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　　　　　　　　納税は便利な口座振替を

★国民年金保険料　（6月29日）

★年金相談　
　6月21日�10：00～12：00　13：00～15：00
★8のつく日、心配ごと・行政・結婚相談
　6月8日�　18日�　28日�　9：00～12：00
　丸子ふれあいステーション3階
★巡回ハローワーク
　6月15日�　9：30～12：00　役場1階相談室
★交通事故でお困りの方
　交通事故相談室　上田支部
　�23－1260　内線2417
★悪徳商法に対する苦情相談
　上田消費生活センター　�27－8517
★子供の相談窓口
　丸子町教育委員会　�42－3147
★女性のための法律相談　
　�026－232－2104
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン
　�026－232－2020
★ふれあい相談室
　�026－233－9110
★女性被害犯罪ダイヤルサポート110
　�026－234－8110
★ヤングテレホン
　�026－232－4970

6月の納税

6月の相談
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大
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ふ
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塩
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な
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お
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け
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に
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う
ち
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え 

の 

こ
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水 　

�　
 
子 　
　
  
に
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辰
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口
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あ
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ざ
わ
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腰
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ざ
わ
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下
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あ
き
ら
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飯
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ま
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飯
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は
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つ
と
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飯
沼
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み
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る
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櫻 　
 
井 　

�　
 
男 　
　
　

西
組

さ
く
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お
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宮 　
 
坂 　
 
今  
朝  
一 　
　
　

東
街
道

み
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さ
か 

け 

さ 
い
ち

７１

 
小  
相  
沢 　

と
み 
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金
井

こ 
あ
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五
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腰
越

し
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こ
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ご
め
い
ふ
く
を
祈
り
ま
す
。

３月
届出分
（敬称略）

戸
籍
の
窓
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収
入
役
就
任
に
あ
た
っ
て

清
水
修
一
収
入
役 

し
ず

は
つ
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